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1.はじめに

北西北太平洋ミンククジラ捕獲調査

(JiぼPN翁査）は、 1994年の予備調査を絞て、

1995年から本格的な調査をr,11始し、 1998年で5

回目の調査となる。本調査は、北西北太平洋に

分布するミンククジラの系若手檎造を籾らかにす

ることと、陀海域におけるミンククジラの摂銀

生態を明らかにするというこつの密約から笑施

している。本調資の経線及び密約の詳細につい

ては、これまでの『総研遜信』（藤詩型， 1995,

1996, 1997；石川， 1998）に報告されているので

それらを、また、本年調ままの経終及び目的の詳

細については第51図!WC/SCに提出した1998

年の航海報告（Zenit四 iet al., 1999）を参照し

て］貰きたい。

1997年までに実施した4回の調査結果や採集

されたミンククジラの巡伝学的な解析結果及び

生物学的特性値などの比較か~＂＇、以下の点、が明

らかになっている。

(1）盛変には、太平洋側の沿岸域から沖合域

( 7、8及び9i毎区）まで広くオホーツク海一

商太平洋系若手（0系群）が分布し、仮想された

沖合系群（W系群）の存在を示唆する結果は符

られなかった（Goto四dPastene, 1997a, 1997b; 

Wada, 1996; Fujise et al., 1997）。

(2)5月から6月（春から初瓦）においても8

及び9海区にはO系若干が分布しておリ、 W系群

の存在を示唆する結果は得られなかった

(Goto阻dPastene, 1998; Fujise et al., 1998）。



(3)4月に黄海一東シナ海一日本海系群（J系

群）とO系群の混在が認められていた北海道オ

ホーツク海沿岸域（11海区）では、 8月におい

ても混在している挙が明らかになった（Goto

加 dPastene, 1997b; Pastene et al., 1998）。

(4）ミンククジラは、沖合主主（9海区）では、

春から初夏（5月から6月）にはカタクチイワ

シを、 fl'&変（7月から9月）にはサンマを主主主
館生物としておリ、また11海区ではオキアミま買

を主要餌生物にしているなど海域や時期によっ

て利用している餓生物が奥なるなどの摂飽生態

も明らかになリうつある（Fujiseet al., 1998; 

Ishikawa et al., 1997）。

本報では、これらの結果を受けて、 5月から

6月に三銭沖合で実施した1998年のJARPN調

査航海の概要について紹介し、本航海で傍られ

た結果について説明する。

2. 1998年調査の目的

対象海域とした7海区東側（7 Ei虹区）及び

Si毎区はこれまでに1996年と1997年に溺査を行

っているが、総本数が十分でなく、特に7E海

区では｛吏か3頭しか探集されていない。また、

Si毎区では1997年に31iiJ!採集されたものの、東
経153度30分以来の海域にt'i本が集中しており、
海域全体から機本が銀銭されていない。このた

め、ひとつの系統群が日本沿岸からi中合域にか
けて分布しているという迷統性については充分

な証拠が得られていない。そこで、 1998年調査

では、標本数が不足している 7E海区と8海区

の西側（東経1531立30分まで）に重点を置き、

5月から6月（容から初夏）に潟査を行って、

標本数の確保にill.点を笹くこととした。さらに、

11海区におけるO系群とJ系群の混合の実態を

より明らかにするため、少標本である7月に11

海区の調査を行うことを計画した。しかしなが

ら、後述したように、 7E及び8海区での燃本

採悠が順調に進み、同海域での分布の詳細lを明
らかにするため、 lli海区調査については次年度
に延期した。

3.調査概要

鯨 J針通伝

書毒査海域l立外国の200海恩EEZを除く 7E及

び8海区を対象とした。 1998年調査は、司新丸

(7,575 GT）を調査母船として、第2共新丸

(361 GT）を問視専門紛とした目視調査と、第

1京丸（KOl 812.08 GT）、第25串j丸（T苫5

739.92 GT）、第18利丸（TIS: 758.33 GT）を隠

視採集紛とした捕獲調査から成る体制で実施し

た。

目視及び採集方法はこれまでの語審査と同様で

ある（F吋iseet al., 1996, 1997; Ishikawa et al., 

1997）。詳細については1998年の調査航海報告

(Zeni凶 iet al., 1999）やこれまでの『鯨研返信』

（藤綴， 1995,1996, 1997）を参照して頂きたい。

3. 1 .目視調査
問視専門船による回視調査は7E及び8海区

全域のミンククジラの分布や資源主義に関わる罰

視データを収録することを主密約とし、さらに

引き続いて実施される捕獲調査においても右謀本

が確保できるように、ミンククジラの発見状況

や水温分布などの悩綴を提供することを隠約と

して計画された。統；毎期限は1998年4月24日か

ら6月23日までの61臼聞で、調査賂聞は4月26

日から6月21日までの52日間であった。問視調

盗はさらに通常調査、特別誘査の二つの調査に

分けて実施した。

通常認査は7E及び8海区におけるミンクク

ジラの分布や資源蕊に関わる目筏データを収悠

することを目的にした調査である。 7Ei毎区及

び8海区全域それぞれに南北のジグザグ状のコ

ースを事前に設定し、このコースに沿って北側

から南側に調査を実施した。

特別調査はこの時刻にミンククジラが分布し

ている水温帯を把握することを目的として笑施

した。

通常調査及び特別認笠の調査期限、調査日数

及び認蕊海区は表lに、また、裁ままコースは関

1に示した。海区別の探索問機は表2に示した。

7 Ei怒区で、 5群 5~買のミンククジラを一次

発見し、 8海区ではlOll手12鎖（一次発見 8群

9~賞、二次発見： 2 若干 3iiJ!）のミンククジラを

発見した（表3）。これらの発見位霞は殴2に

示したが、北終40皮から42Jl¥:の終皮備に集中し

ており、発見時の表面水詰誌を兇ると、 7E海区

ワ】
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問視尋問船による目筏認査の調査期間、言書査日数及び調査潟主義

繭宝まi割問 調王豊田数 爾査i需主主 語5蚕コース
通常調査 1998/0426 ～ 1998/0.~f.2.I. 2 7 E 南北のジグザグコース

-i9:is7o~ r.~9－：：～寸99870'5701 句子一”－~f.:ii…···－－··· … ……·m~E05ij汐'.if＂~泊三支
1g9g/05/t8＂～ 1998/06/21 35 8 南北のジグザグコース

特別爾資 l.99ν042.8. l 7 .E.北総3？.皮～北緯40皮
19.9s7os刈8～199s/iiνi"2 5 'iE~t終3s皮～北絡40'皮

表l

合計

3, 024. 4 

I, 920. 1 
4, 944. 5 

3隻の目視採集紛
海区 閲読専門船 BCモードキ BSモード件BCモードの割合
7E 1, 258. 9 I, 783. 4 I, 241. 0 ( 59. 0 ) 
8 l, 503. 6 439. 9 1, 480. 2 ( 22. 9 ) 
合計 2, 762. 5 2, 223. 3 2, 721. 2 ( 45. 0 ) 
字：滋常の問視爾査条件下（視界2マイル以上、風力4以下）でのE調査．
＃：通常の目視条件下以外の海況でミンククジラの採絡が可能と

判断される海況下での調査五

表2.1998年調査における探索距隊

表3 1998年J銀 PN調ままの目視専門船によって発見された鯨穏と
海区別発見タイプ別群頭数（群／頭数）

3 I 4 
l I I 

鯨霊童

ミンククジラ
ミンククジラらしい
イワシクジラ

ナガスクジラ
シロナガスクジラ

ザトウクジラ

セミクジラ
マッコウクジラ
ハナコ．ンドウ

シャチ

コブハクジラ
務不明アカポウクジラ科銭額
イシイルカ裂イシイルカ
リクゼンii:!イシイルカ
裂不明イシイルカ
カマイルカ

マイルカ
額不明大型E書類
宅霊不明小裂銀類
宅量不明イルカ類
審量不明鯨類

I I l 

8 I 13 

l Is 

2 /3 
5 I 29 

8 I 38 
4 I 50 
5 I 189 

3 I 10 
11 I 181 
I I 3 

2 I 3 
30 I 55 
I I 36 
4 I 8 
I I 5 
8 I 17 
26 I 111 
3 I 14 
55 I 250 
6 I 38 
I I 130 
6 I 6 
6 I 8 
34 I 228 
10 I 13 

l I I 

5 I 5 

I 5 

10 /24 
I /36 

3 /1 
I I 5 
4 I 6 
24 I 149 

I /I 

3 I 8 

5 /29 

6 I 23 
2 I 10 
5 I 189 

I I 4 
7 I 110 1
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4制 限I.1998年JARPN認ままにおける目視専門紛

の調査コース。

'° N 

35 N 

•S'N 図 2.

＂・N

35N 

自視専門船によるミンククジラ及び

‘ミンククジラらしい’の発見位鐙。

ミンククジラ ．⑧一次発見

:0二次発見
ミンククジラらしい’ ：関一次発見

：口二次発見

"" 
図3 目視専門船によって発見された大型ヒ

ゲクジラ類。

シロナガスクジラ ：際一次発見

セミクジラ ：＊一次発見

ザトウクジラ : ＜＞二次発見

40・M ナガスクジラ A一次発見

．ム二次発見

イワシクジラ : 'If一次発見

．マ二次発見

35 N 

4 
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では12～13℃（範囲 11.9～16.2℃）、 8海区で
は11～12℃（範殴・ 10.1～14.7℃）の水損般に
発見が築中していたa

；需査期i海中に発見したi蒔IR~~ ・鯨経別の発見

群頭数は表3に示した。長支も発見が多かった鯨

穏はイシイルカで、次いでマッコウクジラであ

った。また、大型ヒゲクジラの発見位置は閲3

に示したが、セミクジラとナガスクジラが7E

海区で、イワシクジラ、ナガスクジラ、シロナ

ガスクジラ、ザトウクジラが8海区で発見され

た。

3. 2.捕獲調査
締罰堅調査の航海期間は1998年5月l臼から6

月19日までの50白閲であった。捕獲調査は5月

2日から関始し、 6月13日に目標標本数の100

頭に透したため、以後は3~立の問視採集紛が分

担して自筏調査のみを行い、 6月15EIに捕獲調

査を終了した。今年の捕獲調査は葱前調査、通

常調査、特別認査の3つの調査に分けて実施し

た。

率前調査はこれまでの調査におけるミンクク

ジラの発見が12～13℃の表函水温般に集中して

いたことから（Fuji田 etal., 19宮6'19宮7;Ishikawa 
et al., 19宮7）、この水混を中心にした調資コース

を設定し、今年のミンククジラが分布する水温

帯の縫認を行ったe 目視専門紛から報告された

ミンククジラの発見位認や発見I待の表耐水減、

及び調主主海域の水潟i分布等を考慮して、話司王笠海
域を線定し、 3~主の目筏採室長紛で分担して調査

を行った。

通常溺査は右翼本が特定の海域に築中せず、総

主主海域会主主から採集することを問的に実施し

た。容から初夏の成熟綴倒体や北上の返い集団

からの桜本の採終に努めるため、 7E及びSi毎

区西側の全域を対象として、南北のジグザグ状

のコースを設定し、北側から認査を実施した。

尽標標本数の100~買に透した 6 月 13 日以後l立、

未調査コース部分を3去をの隠視採悠紛が分担し

て目視調査のみを主主施した。

特別議査は7E及びB海区西側における線本

を磯保するために実施した。それまでの調査か

ら符られたミンククジラの発見位絞や発見時の

表函水論、及び調査海域の水i品分布等の情報を

もとに、ミンククジラの密度が高いと予想され

る海域を特定し、その海域に新たな調王室コース

を設定した。

これらの事前調変、通常調査及び特別調斎の

調査JYJ問、調査日数及び調査海区は表4に、調

査コースは図4に示した。

3！主の目視採集紛で探索したモード別探索lie
縫は表2に示しており、 7E海区では探索距離

の59%がBCモードで調査できたが、 8海区で

は僅か23%しかできなかった。調査j出向中に7

Ei毎区では、 9411手100頭（一次発見： 47群48頭、

二次発見： 47li¥52顕）のミンククジラを発見し、

8；毎区西側では、 61群65il.i'i（一次発見： 22l拝23

頭、二次発見： 39鮮42頚）のミンククジラを発

見した（表5）。悶5にミンククジラの発見位置

を示したが、 7Ei毎区及び8海区沼側共に北島幸

39皮から北総41皮の終皮帯に集中しており、ミ

ンククジラ発見時の表面水温を見ると、 7E潟

区を調tました5月には8～9℃（縮問： 6.5～
15.0℃）、 8海区を調査した6月には11℃（範

閲：7.4～15.6'C）の水温帯に発見カ努lrtiしていた。
調査期間中に発見された海区別・総務別の発

見若干波数を表5に示した。大型ヒゲクジラの発

見位i認を留6に示したが発見は少なく、イワシ
クジラ、ザトウクジラ、セミクジラが、北~139
J3f.から北線41皮の練度携で発見されただけであ

った。また、北総39皮19分、東絞145皮42分に

おいてニタリクジラ l群 l頭が、薄い噴気（プ

ロー）を手がかりとして二次発見された。発見

I涛の表［面水温は8.3℃であり、通常ニタリクジ

ラが発見される水温敏（18～26'C）よリもかな
り低い水域での発見であった。ニタリクジラが

発兇された5月9日はミンクfジラの密度の高
かった海域を対象として採集活動を行ってお

リ、表面水漁は7.9～8.8℃であった。また、こ
の日の調査では大型鯨綴の発見はこのニタリク

ジラ以外に一次、二次発見ともに無かった。伺

海域ではミンククジラの発見が続いており、発

見時の表面水i品は7.9～8.8℃とかなり低く、ニ
タリクジラが分布している水温とは考えにくい

状況下、 0.5マイル以内で、このクジラのI暗灰

色¢体色、鎌のような背ピレ、そして明i墳の色

系バターン等から鼠視採集紛はこの個体をミン

ククジラであると判断し、採集するといった誤

にひ
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表4 3隻の呂視授、築船による捕獲調査の語審査綴問、調査日数及び調査海域

調査期間 調査日数 議笠海域 議資コース
事前調査 1998/05/02～ 1998/05/06 5 7 E北緯37度～北緯40度東西のジグザグコース
i邑常調査 1998/05/18～ 1998/05/27 10 7 E+8 南北のジグザグコース
T9＇！ぬ7ii6/'i4て1湖沼7i'5一一九一－n＋γ一一一一一一回一潟市の日ミシγ：；y;g:J..:"j・

特別調査 1998/0507～ 1998/05/17 II 7E ~t縁391!!' ～北緯41 ！藍
'199'87ii5i28＇＇二寸9987涜万了一寸－－8-"ltl必磁”可璃41！安一回一一一一一一一一

1何 E ぽ E

＇~＇ 'u' 1狩 E lil'£ 

関4 1998年JARPN調査における 3~主の

目視採集船の調査コース。

σ持
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＂＇河
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w,, 

ll' 

-6-

認捕獲が起こった。採集したこの侭体は母紛上

でニタリクジラであることが確認され、詳細な

生物語審査を実施した。体長8.52血、体璽4.66tの

未成熟雌個体であった。また後の実験室での

mtDNA解析の結果、この倒体が沖合系のニタ

リクジラであること由旬在認されている（後藤、

私信）。生物調査が終了した後、産車体は通常の

手閣に従がって処理し、帰港後これら全ての国l
i1E物は水建庁の駿督の下で焼却処分したロなお、
本件に関しては水産庁から IWCに報告されて

いる。

4. 7 E及び8海区における
ミンククジラの分布の特徴

3！主の目視採築船により、発見したミンクク

ジラ155群165頭の肉、 119群126顕を対象として

採集活動を行い、 100頭を採集した（図7）。 7

E海区では64群67頭を採集対象として56頚を、

また8海区では55群59頭を採集対象として44頭

を採集した。採集したミンククジラは全て母紛

に引き扱げ、生物調査を実施した。 7Ei毎区で

採集したミンククジラは雄49頭、厳7頭、 8海

区は雄40~耳、縫4頭であったa

1998年調査の調査結果及びミンククジラから

得られた性状態、体長、胎児、空寄生虫及び関内

容物等の悩報を用いた予備的解析から、以下の

点が切らかとなった。

ミンククジラの連続分布
向海域は1996年にも認ままを行っているが、ミ

ンククジラの来遊が当初予想していた時期よリ

も早かったため、結泉として筏か17頭の様本し

か採集されなかった（Fujiseet al., 1997）。それ

までの翻査から、ミンククジラの発見が12～
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表4 3隻の呂視授、築船による捕獲調査の語審査綴問、調査日数及び調査海域

調査期間 調査日数 議笠海域 議資コース
事前調査 1998/05/02～ 1998/05/06 5 7 E北緯37度～北緯40度東西のジグザグコース
i邑常調査 1998/05/18～ 1998/05/27 10 7 E+8 南北のジグザグコース
T9＇！ぬ7ii6/'i4て1湖沼7i'5一一九一－n＋γ一一一一一一回一潟市の日ミシγ：；y;g:J..:"j・

特別調査 1998/0507～ 1998/05/17 II 7E ~t縁391!!' ～北緯41 ！藍
'199'87ii5i28＇＇二寸9987涜万了一寸－－8-"ltl必磁”可璃41！安一回一一一一一一一一

1何 E ぽ E

＇~＇ 'u' 1狩 E lil'£ 

関4 1998年JARPN調査における 3~主の

目視採集船の調査コース。
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採集したミンククジラは雄49頭、厳7頭、 8海

区は雄40~耳、縫4頭であったa

1998年調査の調査結果及びミンククジラから

得られた性状態、体長、胎児、空寄生虫及び関内

容物等の悩報を用いた予備的解析から、以下の

点が切らかとなった。

ミンククジラの連続分布
向海域は1996年にも認ままを行っているが、ミ

ンククジラの来遊が当初予想していた時期よリ

も早かったため、結泉として筏か17頭の様本し
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ミンククジラ －＠一次発見

:0二次発見

45"N 図6. 3~立の目筏採悠船によって発見された

大型ヒゲクジラ類。
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セミクジラ ：＊一次発見

ザトウクジラ ：φ一次発見

イワシクジラ

ニタリクジラ

: ＜＞二次発見

：軍一次発見

：女二次発見

4・N 劉7. 3：！をの目視採集紛によって採鋒された
ミンククジラの発見位置霊。
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表5 1998年JARPN調査の 3~主の綴本採集船によって発見された鯨穏と

海区別発見タイプ~tll 手渡数（群／頭数）

7E海区 8海区 一昔副；

主車種 一次発見 一茨茶Jr 茨ll 一茨?ii寛 茨莞J[ －茨努克
群／頭数群／頚数群／頭数群／頭数群／頭数群／頭数

ミンヲクジラ 41 / 48 47 / 52 " 22 / 23 39 / 42 " 69 / 11 86 / 94 
ミンクヲジラらしい 5 / 5 9 / 9 

ニタリクジラ 1/1 

イワシクジラ 1/1 
ザトウクジラ 3 / 3 

セミクジラ 2 / 3 

マγコウクジラ 56 / 184 13 / 20 

ハナゴンドウ 1/10 1/6 

シャチ 13 / 42 5 / 19 

議不明オウギハクジラ腐銭類 6/ 8 1/2 
種不明トックリクジラ腐鶴額 1/4
穂不明アカポウクジラ科鯨額 14/ 32 2 / 2 
イシイルカ裂イシイルカ 1/5 

リヲゼン重量イシイルカ 2/1 

型不明イシイルカ 1 / 31 

種不明ゴンドウクジラ類 1/3 
種不明大型車事額 1/1 1/1 

穏不明イルカ額 5 / 24 
軽量不明鎮祭 32 / 32 1/1 

1)母船で一次発見された3群3頭を吉む．
2）母紛で二次発見された3群3頚を吉む．
3）母船で二次発見されたl群l績を吉む．
4）母紛で二次発見された3詳3頭を吉む．

13℃の表而水温帯に集中していること、また、

これよリも低い水温に分布していることがわか

っていた（Fujiseet al., 1996）。しかしながら、

調安海域の北緯40度以南の表耐水混はすでに15

～22℃まで上昇しており、ミンククジラの発見

はなかった。さらに12～13℃の水温帯はすでに

調査海域の北方に移動していたことから、ミン

ククジラも北方に移動してしまったと考えら

れ、 7E及びBi毎区でのミンククジラの分布は
籾らかにできなかった。さらにこの年の調査期

間の68%にあたる46尽聞を 7E及び8海区議査

に'II＜やしたものの、；毎緩や時化の怒天候の最長線
もあり、思うような調査はできなかった

(Fujise et al., 1997）。 1997年にも河海域で調査

を行ったが（Ishikawaet al., 1997）、怒天候の

ため7E潟区ではl倒体採集されただけであっ

た。また、 8海区において31個体採集されたも

のの、同海域の東側に擦本が集中しておリ、 8

1俗区全域を反映するような綴本採集とはならな

かった。過去2聞の調査を行ったものの、 7E

8 

お 1/1 10 / 10 " 6 / 6 19/19 
1/1 

1/1 2 / 2 
2 / 2 1/1 5 / 5 1/1 

2 / 3 
22 / 34 8 / 10 78 / 218 21 / 30 
1/50 2 / 60 1/6 
12 / 45 8 / 38 25 / 81 13 / 51 
2 / 2 8 / 10 1/2 

1/4 
10 / 20 3 / 5 24 / 52 5/1 
3 / 24 4 / 29 

2/1 
2 / 12 9 / 49 

1/3 
2 / 2 1/1 3 / 3 2 / 2 

5 / 24 
21 ／れ ば／ 12 53 / 53 日／ 19 

及び8泌区の認主主海域全域からは十分な標本数

が磯保できず、臼本沿岸から沖合域にかけてひ

とつの系統群が分布するという蕊本の主張が懸

念されていた。しかしながら、 1998年弱資によ

リ、 5月から6月には7E海区及び81毎区西側

においてもミンククジラが分布することが籾ら

かとなり、晃霊祭事項であったミンククジラの分

布については、日本沿岸から沖合域にまで巡絞

して分布していることが本年のf調査から明確に

なった。

成熟雄の卓越

1998年調査で探集されたミンククジラの性比

及び性状態組成（表6）を見ると、 7E及び8

海区ともに滋の割合はおく（ 7 E海区： 87.5%、

8海区： 90.9%）、雄の成熟率もこれまでと悶

様に高かった（ 7 E海区・ 83.7%、8海区：

87.5%)0一方針童は、同i毎区共に標本数が少な
く、その成熟率は7Ei拝区が42.9%、8j毎区が

50.0%であった。以上の結巣とこれまでの認盗
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表6. 1996年から19習8年調査において7Eii~区及び Bi海区で採集されたミンククジラの性状態組成

段 雌 性比 r&P.鳥l私（諸） IE挺キ：
出区平田 時期 臨本数 来店然 成熟合計未成然 ,,1賄容 <E掘合計 (IJ1') lJl 雌 〈定）

1E 1995 1/01 
～1/15 

1991 5/22 
～5/21 (50.0)(50.0) 

1998 5/05 55 8 41 .19 
～5128 ( 14.3)(13.2) 

8 1996 7/15 15 2 14 16 
～8/13 (12.5)(81.5) 

1991 5/28 31 " 30 ～7/14 (3.2)(93.5) 
1998 5/24 44 5 35 40 
～6/15 ( 11.4 )( 79.5) 

. 蛇隔離を吉む．

結果（Fujiseet al., 1995, 1996, 1997, 1998; 

Ishikawa et al., 1997）から、以下のようなミン

ククジラの分布状況が明らかとなった。

(1)7 E海区にも春から初夏にはミンククジラ

が来遊しており、これまでに調宝ました沖合域の

8及び9i毎区と同様に、 5月には雄俗体、特に

成熟織が卓越して分布し、数は少ないが成熟緩

や未成熟｛箇体も来遊していた。

(2)8；毎Ill:では、これまで盛夏に認まをした年と
間総に、雄｛関体、特に成熟語自が卒越して分布し

ており、さらに数は少ないが成熟緩や米成熟個

体も来遊していた。また、綴夏に比べると未成

熟個体の匁j合がi奇かった。

(3）これまで調査してきた調盗泌主義には、 7E

；毎区から9海区にわたって、 5月から 6Flには

成熟i壌や未成熟伺体も分布しており、これらは
皇室変には調査海域外に移動していると考えられ

た。

W系群の存在は認められず

1998年話番査で終られた胎児体長、体長、異常

f,Jt語、寄生虫及び胃内容物の悩殺を用いた予備
的解析から以下のような結果が得られ、これま

での調査結巣（Fujiseet al., 1995, 1996, 1997, 

1998; Ishikawa et al., 1997）と間総に海域防の

明確な遠いは検出されず、 W系群の仔在を示唆

する結泉は得られなかった。

I lll998年調ままで採集された成熟縫倒体のう

ち、 7Ei毎区では2頭が、 8海区ではzimが妊
娠しており、これらの妊娠倒体が有していた4

[I ) I I 00. 0 I 00. 0 
( 100. 0 ) 

!00. 0 50. 0 

4 [ 2 ) 1 81. 5 83. 1 42. 9 55. 1 
( 7. I ) ( 5. 4 ) 

IOO. 0 81. 5 

[ I ) I 96. 8 96.7 !00.0 IOO 0 
( 3. 2 ) 
2 [ 2 J 4 90. 9 87. 5 50. 0 100. 0 
(4.5)(4.5) 

.. 9 . 

AAの胎児の体長データを過去のデータと比較し
たところ、これまでの捕獲溺査で探悠された胎

児と向織にO系lt'Pとl司じ受給時！日iを有している
ものと考えられた（図8）。

(2）一部の雄ミンククジラの粉浜及び紛j主主上体

組織に災常が認められることはこれまでにも報

告さオもているカミ（Fujiseet al., 1996, 1997, 1998 ; 

Ishikawa et al., 1997）、 1998年E羽資においても、

成然｛同体のみに紡巣の一方もしくは阿方に陀綴

の奥常が観察され、その出現率は、 7E ifii区が

14.6%、Si毎区が20.0%であり、 ilii区の迷いは

認められなかった。

131級俗体の体長組成は7E及び8海区ともに

7.6mにピークを持ち、比絞約小さな体長の個

体も凝集されており、問j毎径とも類似した組成

を示した。員量｛関体は7E及び8海区ともに綴本

数が少ないため明確ではないが、大製から小製

までの広い絡閣の倒体が採集された（悶9）。

(4）綴語さされた外部及び内総角＇＇.主虫はこれまで

の調査結果とl河綴であり、外部寄生虫ではペン

ネラ、 E差出部：m、クジラジラミが、内部主寄生虫で
は線虫、鈎jjJ!虫鎖、条虫類、吸虫類が観察され
た。ベンネラは7E及びSi蒔I主Jtに80%以上の

ミンククジラに寄生していた。また、 7E及び

81蒔ll¥:>H＜に、ほとんどのミンククジラの＼：］から

線虫 （Anisakissimpleぇ）が（97.7～100%）、ま
た全ての偶体の小j悶から鈎頭虫類が認められ、

吸虫類も採集個体のほぼ65～75%に寄生してい
た。外部及び内部寄生虫ともに海i主による寄生
率の迷いは認められなかった。
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カタクチイワシからサンマへ

1998年調査で採銭されたミンククジラのi関内

容物語毒王まからはツノナシオキアミ、サンマ、カ

タクチイワシ、サケ科魚績が磯認されたが、 7

E海区及ひ。8海区t~に採集したミンククジラの

ほとんど（94.3～97.7%）はカタクチイワシを

主要餌生物としていた。

これまでの沖合域（8及び9海区）における

滋夏の潟査から、ミンククジラの主要餌生物は

サンマであること、またサンマ漁溺とミンクク

ジラ分布域との関に密接な関係があり、ミンク

クジラの主な分布域の表濁水温は12～13℃であ

ることが示唆された（Fujiseet al., 1995, 1996, 

1997）。しかしながら、 1997年に実施した若手か

ら初夏（5月から6月中旬）の9i毎区翻査では、

主要鰐生物はカタクチイワシであり (Ishikawa

et al., 1997）、ミンククジラの主幾重耳生物は季節

によって異なり、若手から初変にかけてはカタク

チイワシを餌とし、また、 liJlにはサンマに移
行するのではないかと考えられた。 5月から6

月にかけて実施した1998年調ままでは7E、Si毎

区ともに主塁書館生物はカ)Jクチイワシであり、

問海区においても9海区と同機に、若手から初変

にかけてはカタクチイワシを主要鰐生物として

いることが明らかとなった。

さらにミンククジラの発見は7E海区では8

～9℃、 8j，毎区ではll"Cの表面水温帯に集中し

ており、これまでの毅査における発見時の表国

水温に比べると低く、ミンククジラは表部水混

にはあまり左右されず、カタクチイワシのl!!lll
な海域を追って移到Jしていると考えられた。以

上のことから、北西北太平洋に来遊するミンク

クジラは単にサンマだけを利用しているのでは

なく、 ilfi域や時期によって利用する餌生物を変
えるなど柔軟な授餌能力を有していることが、

さらに明絡になった。
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反捕鯨主義のまやかしとその罪

（反捕鯨運動家への反論）勺

ダン・グッドマン著、飯野靖夫（日本鯨類研究所）訳

1.機能不全のIWC

12~ 

シドニー J.ホルト叫の主張に反して、図

迷海j羊法条約(UNCIβS）は捕鯨管理や鯨銀資i謀
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保全の焚任を国際捕鯨委員会(!WC）に委ねては

じ主主ユ。実際にUNCLOSの条文は、国際捕鯨

取締条約σCRW〕や!WCにはまったく言及して

いない。 UNCLOSは排他的経済水域制度を確

立して、沿岸国が自国200海恩水域内の海底鴫

乳動物に対し主権的権利を有することを認め、

同時に公海に対しては17世紀以来保持されてき

た（捕鯨を合む）漁業の自由が適用されるとし

ている（その関が加捜している他の箆際取極め

に従うという条件付きだが）。 1世界のE自家の大
多数はICRWやその他の捕鯨規制に関する協定

に参加していないので、車事室長の保移・利用に隠

して多くの悶には慣習法やむNCLOSに代表さ

れる成文国際法が巡用される。

ところでUNCLOS第65粂によると、各阪は

鯨査員の保存、管理及び研究のために「巡当な悶

際機関を遊じて活動Jしなければならない。こ

こでは「機関jに後数形が用いられておリ、単

数形ではないことに注怒してもらいたい。ホル

ト｛也の反t前線論者は、この第65条を根拠に、
!WCこそが鯨類の保容・ 'f!ii・1盟に言語f壬がある機関
だと主張しているが、これに対しては以下の点

が銘記されるべきであろう。第一に第65条l立援！

際機関の管轄権や権限を定める線定ではないこ

とであり、第二にこの条文は、各国が!WCと協

力しなければならないとは惑いていないことで

ある。問機に1992年の関連環境開発会議が採択

したアジエンダ21の第17翠においても、捕鯨に

関して!WCが f1唯一jl｛任を有する機関であるJ

というホルトの児島平を支持していない。事実、

この第17＇！立では UNCLOS第65条をそのまま引

用して、各E震は f鯨類資源」に関する!WCの保
務及び管理の焚イ壬と、 !WC科学小委長会による

研究作業を f認識するJと述べているだけであ

る。

ホルトのこうしたでたらめな主張は、「誤魔

化しであり、まやかしであり、環境留体特有

の態度J刊と評されたグリーンピース・インタ

ーナショナル前会長の言説と明らかに同笈のも

のである。環境図体は70年代初期からこうした

手を使い、捕鯨問題での世論や政府の政策を思

い巡りに操作してきた。彼らの反捕鯨キャンペ

ーンは一般市民からの何百万ドルという寄付を

呼び込むことに成功したが、クジラのことで琢

域団体から流布され、広く一般に倍じられてい

ることの多くは爽笑ではない。また政府でさえ

も、さまifまなf>Jf究によって沿岸共肉体の文化
的、社会絞済的必要性や食料としての際愛が明

らかになったにも拘わらず、務境問体からの庄

力のためにそれを顧みない姿勢を取るようにな

り、またICRWの目的目趣旨である、鯨類資源

の持統的利用を図るというICRW，締約悶として

の法的義務を無視するようになってしまい、そ

の代僚として、 !WCの国際機関としての倍頼性

や科学闘での依頼性が箸しく綴なわれてしまっ

た。実際のところ、ノルウェーの蕗幾何i鯨や日
本の捕獲務ままを含め、現在の捕鯨のほとんどは

IC宜Wに基づく規制借霞が適用されない判とこ

ろで行われており、 !WCの存在窓主主はますます

失われつつある。ホルト自身、今後海洋からの

•1 （訳者注m本ltiは、 DanGoodman, Letter to the Editor, Marine Pollution Bulletin. 40(1) （掲綾子定）の邦訳。
Sidney J. Holt, Wh品ing叩 dInternational Law and Order, Marine Pollution Bullet問。38（ηへの反論として執怨さ
れたもの。邦訳に当たっては、同誌の；l1版元であるElsevierScience Ltd.の許可を符た。なお本1誌のタイトル
と文巾の見fl\ しは訳者のj~{J:で付したもの。

なお、ホルトによる原論文は、 UNCLOSやアジエンダ21首l!71~ ( if1) i干生物資iS！の保守・符瑚を扱う）を援
汗j し、 !WCこそが峨一捕鯨校現と鯨類保ffに災ifを持つi可際機l~Iであると主ll＇し、また、科学的機拠にj,tづ

くl現隊法上の権利’義務にJl!Jった健全な総額波紋i'i'i里rrを目指す動向、すなわち日本の鯨撃Hilla藍3考古やノルウ
エーの商業捕鯨、 CITESにおける鯨鍛ダウンリスティングのg試み、更には北大西洋海＂＂附手 LJIJ物委員会
(NAMM CO）といった新たな地域的主主主IT~滋管湿の枠組みづくりなどについて批判Jをしている。

•2 シドニー・ホルト熔J：は英個人。 ii~i芋生物学宥で資源露／j態学のl早門家。 7日年代半ば以降、反捕鯨巡到JのJJ＜手

となる。 !WCの決定（1960＜下）で南極海の主2"~茸llli泌E汗似のためにE泣読された f三人委民会j (-1964）のメン

バー。 !WCIこは70年代からFAQを代表して出路、 80'1＇ーからは 79{1'に加盟したセイシェル代表団に加わる。 I市

I卦は!WCでのモラトリアム探択、 CITESでのミンクヲジラ等の附属部Iへの拘械ではilll!l'な役初をmたした。
グリーンピース英国、 rn1際動物協組基金日FAW)での勤務紛刷協る。
ワ Pete Will出son，τbeworld needs more白血protes臼 Nature.396. IO December 1998. 
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食料供給を篠保するためには「管理、保存及び

調査のための有効な園際機関Jが必要だとして

いるが、!WCはこれから述ざかるばかりである。

2.科学に基づいた管理措置こそ
必要

世界の水産資源管滋の改善は焦眉の急であ

り、世界i魚、主義の現状への懸念が高まっている。
来世紀に向けてますます増加する世界人口の食

料需主主を賄うために漁業を合む食料生産力を如

何に確保するかという問題が議論されなければ

ならない。漁芸員管理改醤のー潔としてFAOが

i魚f誠【ないし漁獲努力滋の30拍削減を求めてい
る。また、包括的生態系管腿ないし綾数種管理

アブローチで資源管混に溺む必要性が徐々に認

識されつつある。そのため感情的環自に基づく

鯨霊長絶対保護論はまったく不溶切である。そう

ではなく、年I誌に5億トンにも上る海産資源が
鯨類に食べられていて、すなわち鯨類は世界中

の商業的海洋漁菜による漁獲の3f古から6倍も

の水産資源を食べているということこそ認識さ

れるべきである。

ホルトは、 2000年4月に閲鍛予定の f絶滅の

おそれのある里子生動植物磁の図際取引に関する

悶際条約（CITES)J締約国会議で、いくつかの

鯨種について附鼠怒I（絶滅のおそれがあリ、

｝切の商業取引が禁止）から附属議IT（絶滅の

おそれはないが、取引が規制されなければそう

なる可能性がある）に降格（ダウンリステイン

グ）させる提撲を日本とノルウェーがする模織

であるとしている。！WCの捕鯨規制に関して

ICRWが一定の基準をmしているように、

CITESも種を附践舎に掲裁するための独自の基

準を有している。事笑を述べれば、ミンククジ

ラ（焚；毎・東シナ海・日本海系統群と呼ばれる

資湖、を捻く）、ニタリクジラ、コククジラの北

太平洋東側系統群を含むいくつかの如、経は附E完
投lに記載するための生物学的基準を泌たして

鯨 f;f ）島仰

いない。さらに、 C江主Sは附E話番改訂の綴に考
感すべき予防的措i置を定めているが、これら鯨
種についてはそうした予紡的錯霞を考慮しても

約Jillilt Iに掲載することが適切ではないと考え
られる。商業主II鯨モラトリアムが施行されてい
る問、 CITESがすべての鯨磁を附属設Iに留め

ておくべきであると!WCは求めている。しかし

ノルウェーと日本によるダウンリス子イング提

案をCITES締約図が採択すれば、それこそが適

切な資源管纏の言寄与することは明らかである。

科学ではなく感情に基づいた決定をしているた

めに!WCは機能不全に焔っているが、 err宜Sが
同じ織を踏まないことを願うばかリである。

1960年代から1970年代に!WCで起こったtl¥来
事を根拠に、ホルトは「!WCが持続可能性と予

防という原則を精力的にj直周しようとしたとい

う点で右に出るものがない機関tc!.Jと称讃して

いるが、彼は!WC内での出来事についての記述

を1980年で終わらせている。この1980年こそ、

!WCが絶対保護主義に流れ、持続可能性と予防

という原則を然視するようになった時期なので

ある。 1982年に採択された尚幾何i鯨モラトリア
ムも、 1994年に採択された潟大洋サンタチユア

リー（鯨室長保護区）も資源の持続的利用原貝Llを

反映したものではなく、予防的アプローチの合

理的定義とも一切関係がない。いずれも、本委

及会のもとの科学小委員会から資滋保存の目的

にとってこれらの捕i震が必塁主であるとの勧告を
得ないままに採択されたものである。その上、

ICRWは、 !WCによる規制措置tは「条約の箆的
を迷成するために必要なものでなければなら

ず、科学的認定に基づくものでなければならず、

かっクジラ製品の消f記者及び披鯨産業の利容を
考慮に入れたものでなければならないjと規定

しているが、上おのこつの決定はこうした条約

が定める星空件に反して採択されている。 F詰大i'i'
サンクチュアリー設if/を記す！WC規定の文言
l立、近年の!WCでの決定がどのような形で行わ

れているかがすぐに分かる絡好の俄である。そ

吋 ノルウェーはICRW第5条3坂に従い商業捕主主モラトリアムに災J誌を111し立てているため、モラトリアムに拘
＊されないp したがってノルウェーの商業捕鯨はI到際法仁合法的である。また院本が：~鈍している鯨獄捕
獲，）~i'iは、 ICRW第8条により「この条約の規定にかかわらず」締約閣が発する許可のもとで尖胞できると認
められておリ、これも国際法iニ合法である。 ICRW#i＇加税関による捕鯨活劾が ICRWの適llJを受けないことは
もちろんである。

一14…
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の部分を抜き出してみるとこうなる・「…この

祭止はこのサンクチュアリーにおけるヒゲクジ

ラ及びハクジラ資源の保存状況に拘わらずi堅用

される。 Jこれが持絞可能性や予防の原則、

科学的助言に基づいて資源管理を行うという原

虫ljを反映したものとは言えない。

またホルトは、読者に以下のZ重要な三つの情

報を与えていない。 (i)ICRWに明示された条

約の目的は、 f捕鯨iJl1！＇！誌の秩序ある発展を可能

にするために鯨類を巡切に保存することjであ

ること。 (ii)!WCの科学小委民会は、いくつ

かの総重量資iil¥は（モラトリアムやサンクチユア
リーの有無に拘わらず）持続的に捕獲すること

が出来ると合怒している。 (iii)!WCの科学小

委員会は資綴へのリスクを十分繰り込んだ鍛滋

枠計苦手方式（改訂管理方式めるいは豆MPと呼

ばれる）を開発テスト済みで、 !WC本委民会

はこれを採用している。このRMPは、資源笠

皮評価に鏑りがあったり、系統群境界の仮定に

誤りがあったり、また環t見変動によって潔壊が

許容する鯨類資源さ誌が変化するという条件下で

あっても、資源に慈影撃事が及ぶリスクを排除し

て安全な捕獲限皮を然出することが出来る方式

である。科学小委員会において持続的捕獲が可

能であると合怒された系統訴にRMPを巡刻し

ても、過去の書道芸員捕鯨で起こったような乱獲に

つながることはない。 RMPl盗用によって再開

される捕鯨は、食料目的に行われる規制された

持続可能な摘豊富であり、捕獲対象となるのは例

えば科学小委員会で推定資源滋が76万頭を越え

ると合3まされた南氷洋のミンククジラ資源な
ど、いくつか特定の系統群である。

3.反捕鯨派は反道徳的

1980年以降、!WC加fill閣の数が40にまで返し、

その多数派にとっては、そもそもの条約の目的

である鯨類資源の持続的利用は到底受け入れら

れないものて’あった。今日の!WCでの多数派は

すべての鯨類が商業捕監事から保護されるべきと

の見解を有しているが、これはもちろん条約に

反している。一方で臼本、ノルウェーといった

!WCメンバ一国のいくつかは、 E見在淡j原主誌が鐙

lllな鯨覧買資曲、について十分な規制下での持続的

捕獲を再開したいと考えている。他方でこうし

た!WCメンバ一国に対して、!WC多数派が脅迫、

強制、経済制裁の符しを使って反捕鯨主義を抑

し付けている。これが!WCの勢力状況なのであ

る。

締約闘の多数派は鰯1類管理に!Mlする科学小委

民会からの勧告を軽んじ（そのために、 1993年、

科学小委員会の議長は事務局長への乎紙の中で

辞職すると述べた）、本委員会及ひ。科学小委員

会の作業をj蕊図的に本来の毘的から外れた方向

に向け、さらに条約目的に反し、告1溜00際法に

i主反するかたちで!WCの設立条約であるICRW

を解釈している。環境保全・資源管波間l¥¥'iに関

しては国際協力がますます必要とされている

が、 !WCの出来事はそうした協力にとってとて

もよくない先例になっている。ホルトは日本や

ノルウェーが「!WCの~＇￥~~を傷つけているJ と

非難するが、それは筋迷いである。前00の振る

緩いは!WC締約殴としての義務及び悶際法に従

っておリ、さらに持続的利用の原則と予防的ア

プローチに巡っている。むしろ!WCの活即Jを誤

らせ、その権威をP1めているのは反捕鯨派の多
数派締約国でありNGOなのである。そしてホ

ルト自身、過去にこれら両方で代表を務めてい

た人物である。反捕監事派の行動がどのようなも

のか、ハーバード大学の哲学教授であるチャー

ルズ グリスワルドが効物権王室効に与えた説明

はこれを見事に言言い当てている。「ー道徳的情

熱はその非論理性ゆえに、念、進主義に走ると反

道徳的になる。J

日本鯨類研究所関連トピックス（1999何月～11河）

当研究所評議員会・理事会の開催

9月22日当研究所会議議において、評議n会

15ー

及びI盟事会を開｛控し、平成11年皮のEM産自l蘭と
収支予算及び2寄附行為の一部改正のi'Iニを中心に



懇談され、原案どおり可決承認された。

SOWER計函会議の隠儀

9月27日から初日までの4日間、当研究所会議

室において、 IWC/SOWE買の1999/2000年度

調査計画会議が倒｛産された。

パニスター前IWC科学委員会議長を始めとす

る海外からの8名の参加者や、調査紛幹部を合

め30余人の関係者が出席した。今年度はチリー

のパルパライソ並びにプンタアレナスを基地に

して、南極半ぬ周辺の南極海域を語審査すること

になっている。また、今3審査航海は従来の鯨資
j訟の終明を目的とするばかりでなく、一部は

IWCとCCAMLRとの共同調査として巡行され

ることになっている。

機員の採用

10月l日付で、議査部採集調査主主研究員とし

て浅越敏弘を採fflした。

第6次北西太平洋縁類捕獲調変副産物販
売勉強会の潟儀

10月14日当研究所会議室において、流i道関係
業者、加工業者、消霊記者代表号事の参加を得て、

販売勉強会を開催した。

販売するミンク鯨肉製品は、公共投の高い高日

産物であるので公正な販売を行うこととし、長主｛

F母が国民各隠にrjJ広く、 i童五な倒格で公平に行
き主主るよう申し合わせるとともに、引き絞きイ

ベントや即売会を通じて国民に捕鯨問怒鯨食

文化等についてllll解と認識を深めるための一階
の努力をお願いした。

第3固「人と鯨研究会jの開催
10月25臼、当研究所会主義箆において、第3回

人と鯨研究会が関｛産された。研究会では笹川平

和財団主任研究員である伊勢附賢治氏より「人

間社会の“開発”という観点から、野生動物を

考える」と題する話題提供を主主にして、討議が

なされた。なお、（社）自然淡滋保全協会企画

部長の金子与止男氏、 WWFジャパン自然保護

室の小森繁樹氏が特別参加した。

当研究所の創立記念日

16-

総研通信

10月30日に当研究所の怨ロ沼田の創立記念日

を迎え、 10月29日に大限海事長からの訓辞のあ

と赤飯で昼食会を P,~ ＼、た。

ミリンコピッチ博士講演会の開催

11月2臼当研究所会議室において、 DNA分析

の専門主主であるミワンコピッチ博士の来沼を機

に、種内U¥jjf]嶋遊と糧問関係についての議淡を
依頼した。博士の当研究所における議淡は2度

目であるが、今回は分子データを使って、後数

の築関を災なる穏に分けるために用いられてき

た手法についての解説であったa Jfilくは九州大
学を始め本研究に関心を有する29名が受議した。

第13次南極海鯨類捕獲調査船団の出港

11月9EI、総査母船日新丸、 g視採集船!Ii新
丸、第l京丸、第25利丸及び問視専門船祭2共
新丸のili•5 ！芝の南極海監事類捕獲調主主紛聞は、下

関市あるかぽーと岸壁での下関市の絶大なご支

援による当研究所主催の盛大な出滋式のあと、

調査海域へ向け出港した。

CITES ・ COP 11汲ぴIWC52対策戦略会議

の関催

11月 17EI から四日までii~外漁主主協力財jjfJ会議
室において、海外からNGO外を抱月号し、来年4

月にケニアのナイロビで開催されるC江主S会議

及び来年6月にオーストラリアのアデレードで

開催されるrwc年次会議に向けての対策を中心
に討議した。

当研究所から大関理事長はじめ、役機及11名

が参加した。

IWMC （国際野生生物管理遼盟）第2回持

続的利用シンポジウムの開催

11月22日から26日まで中園の成都において、

IWMCが主催するシンポジウムが開催され、 41

カ悶から政府及び民間の関係者約110名がmま
り当研究所からダン グッドマンが参加した。

世界の資源保寄と文化の維持にとってfil~な
諸i渇Ml!及び生物種について集中的な討議が行わ
れ、世界的規模でそれらの保存の努力を進める

ための国際協力とコミュニケーションの必要性

について合~が得られた。
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大罪喜怒号事長が水庭功績者に選ばれる

（社）大白本水援会の11年度水産功綴者表彰

式が11月25目、経宮家仁親王殿下のご臨席の下、

三会裳ピル石f亘記念ホールで関かれ、大隅理事

長が水設功綴者として栄えある表彰を受けた。

SOWER：＼再交飴の出港

!WC/SOWER、1999/200百年度調査航海に

向けて、陥商丸と第2ft召荷丸が11月26日に綴戸

田港を出滋した。間船の翁向地はチワーのバル

パライソであるが、ソノブイ等の調査資材の秘

込みのため、途中ホノルルを経由することにな

っている。パルバライソでは年明けに8名の図

際i馬主華民が梁紛して、約1.5ヶ月間際極半応用
辺海域で調査を行ない、プンタレナスで調査員

を下船させて、 3月末に毘本に反る予定となっ

ている。なお、調査支援をg的に、チリー出身
のルイス・パステネ当研究所研究部長代理が事

前にパルパライソに飛び、両船の出滋機器iに協

力する。

当研究所評議員会・理事会の開催

11月26日当研究所会談笈において評議民会及

び理事会をp,g｛怪し、平成10年度の事幾報告並び
に収支計算惑についてを器議し、原議どおりま否決

承認された。

日本鯨類研究所関連出版物等（1999年間～11月）

［印劇物｝
当研究所： BALEINES EN CONCURRENCE AVEC LES PECHEURS POUR LES RESSOURCES 

LIMπ'EES. 4pp.τbe Riches of the Sea／τbe Institute of Ce組問阻Re田arch,1999/9. 

当研究所 Ballenas y Pescadores Compiten por Recursos Limi也dos.4pp. The豆ichesof the Sea/lnstituto 

de investigacion de ceraceos, 1999/9. 

当研究所 総研通俗，403.24pp. El本車車線研究所， 1999/9.

当研究所， GESTIONDES RESSOU宜CESEN CETACES Qu'es~ce que c'est que l'!WC?. 8pp. l'Agence 

des Peches/l'Institut de丑.echerchedes Cetaces, 1999/9. 

当研究所’ MANAGEMENTOF CETACEAN RESOURCES What is白e!WC?. 8pp.出eFisheries 

Agency /the Insti旬恒ofCe也ceanRe田町ch,1999/9. 

当研究所 M凶 EJODELRECU豆SOCETACEOS iQue es la !WC?. 8pp. la Agenda de Pesca/el 

Instituto de Investigacion de Ceraceos, 1999/9. 

当研究所：臼本の沿岸で見られるイルカやクジラの見分け方。 4pp.全国漁業協同組合i車合会、財団
法人日本鯨類研究所、社団法人日本定設立網漁粂協会， 1999.

当研究所： QUE FAIRE FACE A LA CRISE ALIMENTAIRE DU 21EME SIECl.E?. 3pp. The Riches of 

出eSea／τbe Institute of Cetacean Research, 1999/9. 

＂＇研究所・ QuePodemos Racer Frente a la Crisis Al凶en包riaen el Siglo XXI?. 3pp.τbe Riches of出e

Sea/The Institu位。fCetace四 Research,1999/9. 

＂＇研究所・水産資段、管理談話会報， 20.28pp.日本線級研究所淡潔管理研究センター，1999/9.

＂＇研究所 Whaling田 dAn品・WhalingMovement 捕駐車及び倒ill鯨運動。 59pp.財団法人臼木鯨類研究

F庁，1999/3./1.

Bannister, J.L, Pastene, LA  and Burnell, SR ・First record of movement of a southern nght＇市ale

(Eubalaena australis) between warm water breeding grounds阻 d血eAntarctic ocean, South 

of 60。S.Marine Mammal Science 15(4）・：133下1342,1999/10. 

Corkeron, P.J:, Ensor, P 間 dMatsuoka, K. Observations of blue whales feedmg in An胞rcticwaters 

Polar Biology, 22(3):213-215, 1999/9. 
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石JII創特別読物ノルウェー捕鯨事情（1）。水腹週報，1500 4-7, 1999/10/25. 
石JII 鮒・特別読物 ノルウェ一括i飯事情α）。水産週報，1501・14-15,1999/11/5・15.
石Jii 査u：特別読物 ノルウェー捕鯨事情（3）。水産週報，1502 23-26, 1999/11/25. 
村上光臨 新たな関長室に挑戦していく。水産i圏綴，1495・3,1999/9/5. 
中尾)Ji;季、白木原悶様、白木原美紀、吉剖英可．函九州沿岸海域におけるスナメリの分布と環境愛国

の関係。平成11年度白木水産学会秋季大会講演要旨集，1999/10.

西脇茂利：何処か迷う日本海のカマイルカ。セトケンニューズレター，15: 4, 1999/10/5. 

大問ii'i治：異論、反論～読者から 8月号「巻頭随想Jにもの申す。水産界，1377: 16, 1999/10/1. 
大綱裕治：新閣のコラムを担当する。沼声，232・163,199宮／10/1.

大関清治：インタビュー 近い将来捕鯨再開の予感 C江'ES結果に注目（財）日本降、類研究所取！事長

大隅裕治。みなと新潟，1999/11/16.

大隅f宵治．（インタビュー）日本総長員研究所理事長 大隅ii¥'治氏に聞く IWC、近く変革へ 調査の
下地が大変震襲。日刊水産経済新聞，1999/11/22.

T田nura,T.四 dOh乱1mi,S : Estimacidn sabre el consumo to旬Ide alimento por los cetaceos en los 

oceanos de! mundo. 16pp.τbe Institute of Ceatacean Research, 1999 /3. 

T百nura,T阻 dOhsum1, S Estimation sur la consommation al回en祖ire釦阻lepar Jes cetaces dans Jes 

oceans du monde. 16pp. The Institute of Ceatacean丑esearch,1999/3. 

問中昌一：南氷洋における鯨の保護区。豊富研通信，403: 1-5, 1999/9. 

Yoshida, H 四dKato, H PhyJoge配 bereJaむonshipsof Bryde’s whales in the Western North Pacific 
and adjacent 、四tersinfe町・edfrom mitochondrial DNA sequences. Manne Mammal Science 

15(4) 1269-1286, 1999/10. 

［学会発表］

Abe, H.田 dGoto, M.：官官Applicationof Microsatellite DNA for Determining popuJation Structure of 

Mmke Whale. Cent回IBermg Sea Pollock Stock Stractire Workshop, National Research 

Institute of Fisheries Science, 1999/9. 

茂越紋弘・鈴木学級・浅田疋溺・福井~・石川 創・大隅消治然自~！割における南半球皮ミンククジ

ラの給換機喜巨。第抑留日本塁露軍吉生物学会大会，仙台悶際センター，1999/9/28.

中Fi-'.~零・白木原因雄・白木原美紀・吉国英可・商九州沿岸海域におけるスナメリの分布と潔域要悶

のi沼係。平成11年度日本水産学会秋季大会， 1999/9/28.
下川哲哉・西j協茂利 牧凹笠之・木曾Elf郎：ミンク鯨の唾i知事。筋128回日本獣医学会学術集会，

1999/10/15. 

［放送・講演］

ゲッドマン，D：基調講演「得び監事に会う日」文明の対立を越えて。クジラ食文化を次代へ伝えるiiiぃ，
札綴後楽閤ホテル，1999/9/22.

大隅清治・監事と漁業との競合。松戸線食文化を守る会，新絵戸公民館，1999/10/11.

大協消治．これからの捕監事。第4回九州綴洋会，博多全日空在ホテル，1999/10/22.

大溺清治ハナゴンドウが木場に迷入する。フジテレビスーパーニュース，1999/11/23. 

山村和夫．クジラの話。くじら料滋を言語しむ会，熊本ニユースカイホテル， 1999/9/9.

山村和夫 反捕鯨巡到Jの盛衰。鯨友会定期総会， B立悶ぬ労働会館， 199宮／10/16.

山村和夫・鯨を獲る物議。東京水産大学j毎隊祭， 1999/11/21.

［新開記事］（日鯨研所紙記事ファイルより抜粋）

。。
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・ニュースの周辺独自に拘禁蛾鯨継続するノルウェー鯨研石JII室長「学ぶべきところ多いj 日
刊水産経済新聞 1999/9/3.

9月9日“くじらの日” fくじら料理を楽しむ会j熊本の鯨関屋らが開催・みなと新聞 1999/9/21.

・玉浮淡水相を表敬訪問 就任祝い、捕監事関係者．みなと新FIB1999/10/8. 

－玉I翠大［：！に施策支援姿諮 王寺氏ら捕鯨i努係者： Elflj水産経済新聞 1999/10/8.
玉沢大臣を表敬訪問 応!WC代表ら f捕鯨問題の前進期待J ：水渡タイムス 1999/10/11.

・大隅鯨研理事長らに 大日本水産会 11年度水産功綴者に49人 日干lj水産経済新聞 1999/10/15.

11月25日に99年度水産功綴者表彩式藤対浩、大隅il'l治氏ら49人大日本水産会．みなと新聞
1999/10/15. 

ー平成11年度水産功綴者大関清治氏（鯨研理事長）ら49名・日fU水産通信1999/10/15.
・平成11年度水産功綴者大関鯨研組事長、山本共水連専務ら49名に 水産タイムス 1999/10/18.

. ~託販腐なと’に鯨肉敬遠の!li!J 吉 築地卸、風評被害阻止へ・みなと新nB1999/10/27. 
ークジラを求めて 調査船図 きょう南極海へ．朝日新聞 1999/11/9.

－クジラに感謝して「商業捕鯨再開の原動力にJ下関で供養祭・朝日新開 1999/11/9.

・下関でくじら供後祭南氷洋務査捕鯨出港を記念山口新聞 1999/11/9.

－きょう下関出港南氷洋鯨類捕獲認資船団 日新丸など一斉に：みなと新聞 1999/11/9.

・南氷洋鯨類捕獲調査へきょう日新丸など出港 日刊水産通信 1999/11/9.

南氷洋鯨類f帯主堅調まま船団 下関から一斉出港：みなと新際 1999/11/10.
日新丸船団が出港 下関 南氷洋で鯨室長調査： Iヨ引j水産経済新聞 1999/11/10.

. !WC日本代表島一雄氏が退任．読売新i濁1999/11/12.
漁船とミンククジラ サンマめぐり接近戦北海道三緩沖年｜討］6万～9万トン捕食．毎臼新樹

1999/11/13. 

. !WC政府代表に森本稔水産庁次長：みなと新聞 1999/11/15.

9日、 5隻が出港南氷洋鯨類調査船団：水腹タイムス 1999/11/15.

・鯨類研究所 きょうから販売北西太平洋調査線肉298トン：みなと新開 1999/11/15.

－鯨肉298トンを販売 市販問は115トン 日鯨研、北西太平洋調査分．日刊水産経済新聞

1999/11/15. 

・島氏が退任、後任に森本次長 !WC政府代表：日刊水底経済新聞 1999/11/15.

. ！）：吉一雄!WC政府代表が退任後任に森本稔水産庁次長 沼刊水産通信 1999/11/15.

・監事肉卸価格を公表 すべて抵え霞きに 日本総｛類研究所．日刊水産通信1999/11/16.

－第13次南氷洋鯨類捕ま盤調査船田が出港 f日新丸jはじめ全紛そろって下関から・みなと新nB
1999/11/16. 

－第 2 回くじら供養祭鯨の＇！：~！留め、航海安全祈願みなと新開 1999/11/16.

・新IElIWC政府代表が会見「いじめ的熔閲jの打破へ 反捕鯨巡!li!Jは反環境巡iJl)J みなと新開1

1999 /11/18. 

. !WCの新！日政府代表が会見森本新代表捕鯨再開めざし全力 ぬ前代表理不尽な攻堅持に戦い抜く

必袈 日刊水産i昌信1999/11/19.
－反捕鯨の攻撃に屈するな 鯨類調査通じて捕鯨再開 !WC政府代表雇質問が会見．日刊水産経済新

聞1999/11/19.

・全E患のm~患で鯨肉115 トンを販売 日鯨研車j身用赤肉がキロ3270伺：水産タイムス 1999/11/

22. 

!WC代表に森本氏島氏は政府顧問に就任水産タイムス 1999/11/22. 

目鯨類捕獲調査船団 日新丸が南氷洋へ出港：日刊水政経済新P,B1999/11/22. 

!VI豆、田区東海域で標本採集 1999-2000年度南氷洋ミンククジラ捕獲語審査計回概要・日刊水産経

19ー



鯨研逝イ2

済新聞 1999/11/22.

－水産功去費者49人を表彩 大臼本水産会．日刊水産経済新開1999/11/26.

fクジラ水銀汚染J研究発表が波紋漁1カ月以上中断：i室経新！羽1999/11/27.
・鯨追い込み漁再開 「有害物資検出j学会発表で休業．読売新聞 1999/11/27.

・大日本水産会水産功綴者49人を表彰大隅鯨研理事長、高山共同紛舶椴談役らが受銭：水産タイ

ムス1999/11/29.

［雑誌記率］（日鯨研所蔵記事ファイルより抜粋）

－新捕監事構想を世界に提案大綱鯨研理事長、今後の諜題等諮る 水産界1999/9.

．北西太平洋ミンク鯨害者査の成果公表：水産界19鈎／9.

－鱗研、新理事に3氏就任・水産界1999/9.

－第6次北西太平洋鯨類捕獲調査が終了 水産界1999/9.

第 6次北西太平洋館類捕獲調査終了 ミンククジラ資源は健全勇魚迷信1999/10.

鯨と人間が魚を取り合う滋闘潟木等生園：勇魚述倍1999/10.

. 11年度水産功綴者49名に 11月25日に表彰式典祝賀会挙行水産界1999/11/1.

平成十一年度・大日本水産会水産功綴者大橋消治氏（日本書事類研究所理事長）ら四ト九名 水

産世界1999/11/15.

ーサンマ二十万トンを捺食 不漁はミンク鯨のエサが原悶つ．水産世界1999/11/15.

・臼新丸船田が下関から出潜水産i亙報1999/11/25.

京きな魚（編集後記）

間もなく1999年が終わり、西暦は2000年代に

突入です。ミレニアムと呼ぶそうですが、世紀

末を暗いイメージにさせていたノストラダムス

の予言から解放されたというのに、いまひとつ

盛り上がりに欠けているのはコンヒ．ユーターの

2000年向題のせいでしょうか。

11月9日に小学生100名を含む下関市民等700

名が見送る中を奥膝南極海に向けて出港して行

った日新丸船団ですが、やはリこの問題ではヒ

ヤヒヤしながら正月を迎えることになりそうで

す。飛行機と透って船は浮いているので生命の

危険はありませんが、現代の紛は、コンビュー

ターに制御された’忍気で動いているとさまっても

過言ではありません。昨年の火災事故で日新丸

は第2甲板の天井沿いの’忍線を焼失し、操舵室

から機泌をコントロール出来なくなったため、

タグボートでニューカレドニアまで曳航されま

したが、応急修理だけの箆的で店本から送った

笥線の長さは8千メートルに透したそうです。

調資で集めたデータの管理も、人工衛星を中継

して行なう内地との遂絡も全てコンビューター

依存の状態です。心配の穣は尽きませんが、

2000年問題が杷鐙に終われば燦気も元気も一気

に上昇となるのではないでしょうかe

ちょっと遂くなってしまいましたが、告r;;5回

JARPN航海の結果を室長谷さんに綴めてEをいま
した。既に6回目が終了しておりますが、銭谷

さんは6問中5聞の調査航海に乗船しておりま

す。もうひとつの f反術館主毅のまやかしとそ

の罪jは捕鯨問題の現状を皆様に理解して頂く

一助になればと考え掲絞したものです。グッド

マンと飯野の両君は情報・文化部に所腐してお

リますが、共に異色の経歴を持っております。

グッドマンさんはカナダ漁3産省に長く劾めて
IWCその他の国際漁業会議を数多く経験してお

ります。政府の役人を引退して日本人の奥綴と

ー絡に戻って来た次第です。飯野君は京都大学

法学部で助手をしていたことがある法律の専門

家です＠最近は水産庁から額まれてミナミマグ

ロ訴訟問題の手伝いもしています。

よいお年をお迎えください。（ilJ村和夫）
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